
（様式第4号） 武石地域協議会 会議概要

1 審議会名 武石地域協議会

2 日 時 平成21年7月30日 午後7時00分から午後9時00分まで
3 会 場 武石地域自治センター 2階会議室
4 出席者 井出守雄委員、上野正司委員、柿嶌祐子委員、木下文雄委員、木下幸光委員、清住

章雄委員、小山洋江委員、桜井敏昭委員、城下ゆかり委員、高田忍委員、滝沢由美

子委員、中嶋和夫委員、橋詰真由美委員、松井幸夫委員、松代典之委員、依田せつ

子委員（欠席 4名）
5 市側出席者 宮下センター長、広川地域振興課長、山口市民生活課長、 、近藤

健康福祉課長、児玉地域政策係長、掛川主任

6 公開・非公開等の別 公開

7 傍聴者 0人 記者 0人
8 会議概要作成年月日 21年8月6日 作成部局課名 武石地域自治センター 地域振興課

協 議 事 項 等

1 開会（広川課長）

2 会長あいさつ（桜井会長）

3 センター長あいさつ（宮下センター長）

4 報告事項

・上田市わがまち魅力アップ応援事業（追加募集分）審査結果の報告（小山副会長）

～申請のあった16事業のうち、審査結果が採択・条件付採択であった13事業について説明～

5 会議事項

・部会の構成と活動について

（桜井会長）今回から、それぞれの部会に分かれて協議を深めてほしい。部会の委員構成については、正

副会長で決めさせていただいた。本日は、部会の正副会長を決めていただきたい。部会に分かれる前に、

4月の協議会で提案していただいた意見概要をはじめ、いくつか資料があるので説明をお願いしたい。
（児玉係長）部会の協議の参考としていただける内容について、若干説明をしたい。

まず、辺地対策事業についてだが、この事業は、交通・経済・文化的諸条件に恵まれない山間地などの

地域で行ういくつかの事業に対し、財政上の特別措置が受けられるというものである。合併により役所が

遠くなったことから対象区域が拡大し、下記のとおり見直しされた。（H21.1月現在）
辺地名 自治会名

上本入東部 下小寺尾、上小寺尾、唐沢（権現は対象外）

上本入西部 築地原、大布施巣栗、西武

余里 余里

対象地域で行う諸事業に対し、辺地対策事業債の財源充当が可能であり、充当率は原則100％、交付税
措置 80％である。対象地域では、辺地対策事業を活用した事業を現在、計画中である旨、ご承知おきい
ただきたい。

（宮下センター長）会議資料の4月の地域協議会での意見概要については、協議のきっかけになるような
ものをまとめてある。部会協議の参考にしていただければと思う。

次に、武石全域の公園化への取り組みについて、説明をしたい。これは、武石地域に住む住民が、地域

を美しくする共通の意識を持ち、住む人だけでなく訪れる人にも安らぎを与える地域づくりを進めるとい



うもので、余里の花桃の里の地域づくりを参考に武石全域に広めたいという提案である。取り組みとして、

（1）地域全体に統一した花等の植栽、トガの生垣作り、建物等の形状や色彩のルールづくり、地域全体
の一斉清掃日の設定など、地域全体のテーマを設定し、住民の地域づくりの理念を共有すること。

（2）わがまち魅力アップ応援事業を利用したり、農地の保全・里山の整備による美しい農山村風景を創
出したり、自治会等の地域ごとに地域づくりのテーマを決めて取り組むこと。

などを、現在自治センターでは考えている。また、これらの財源は、地域振興基金を使った地域予算やわ

がまち魅力アップ応援事業の活用を考えている。

4月の協議会の中でも、「花桃を観光資源として武石全体へ広めたらどうか」「余里の花桃を参考に、い
ろいろな場所で観光地づくりをしたらどうか」などの意見が出ていた。こうしたことについても、部会で

協議をしていただければありがたい。

（桜井会長）それでは、それぞれの部会に分かれ、まず正副会長を選出していただき、それぞれ協議を始

めていただきたい。協議終了は、部会ごとにお願いしたい。なお、部会には課長の皆さんも出席していた

だきたい。

6 その他

（桜井会長）部会に分かれていただく前に提案だが、以前から協議会の中で食事の改善提案があった雲渓

荘で、7月から新メニューの食事を提供しているため、協議会で試食会を行い、評価していただけたらと
考えているが、いかがか。

－ 反対意見なし －

（桜井会長）それでは次回協議会は、雲渓荘で試食会を実施したいと思う。開催は、8月26、27日あた
りの夜にしたいと思う。

7 閉会

～ 地域振興部会・市民生活部会に分かれ、それぞれで協議 ～

＜部会の構成＞

・地域振興部会 部会長 清住章雄委員 副部会長 井出守雄委員

・市民生活部会 部会長 橋詰真由美委員 副部会長 高田 忍委員


